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のホール伝導度 oxy牽微視的理論に よって調べたo最 も興味ぶかい鰭果は, 鰭
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但La,C±e長上/rnc･可O- e2/16d6.,00-ne27/ m ここで では電子の緩和
時間である'o またαはBCS結合定数 gと状態密度 (フェル ミ面)N脅使って
あLら､わ され､る量α-2/PTgN で あ り, ∂ば pair-hreaking のパラメタで






要があるor一般的を議論に よって, この寄与の符号は状態密度のフェル ミ面で
のエネルギー微分 の符号によることが示されるQこの依存性はノーマル金属の
ホール係数の符号が有効質量を含む表式によって決まっているαと･対蝿的であ
る ｡ (Frog.Theor,Phys. 投稿済)
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